
障害者（児）・家族防災のパンフレットの修正に係る意見について【再提出】 

※ （→ ・・・）は、部会長打合せでの検討結果 

 

 

・ 災害時は携帯がつながりにくいため、ＮＴＴ（公衆電話）無料の件を追加しては

どうか。（→ 公衆電話設置箇所検索サイトもあわせて掲載するとよい。） 

・ 障害の説明、種別によって量に偏り（発達障害が他より詳しい）の意見有り。 

・ 物品が手元にない時はどこに相談すればよいか（購入できるところの紹介）。 

・ ＳＮＳの活用方法など掲載してはどうか。 

・ 気象庁が避難準備情報を近年整理したため、その情報へたどり着ける内容の掲載

が必要ではないか。 

・ 単語の意味補足（例：Ｐ．１９「特別食」とは何か。など） 

・ 参照情報のリンクが有効か（今でも存在しているか）、更に有益な（掲載すべき）

情報がないか確認が必要。 

・ 「テキストを読み上げるアプリのおすすめ９選／人気の音読アプリを徹底比較」

にリンクさせてはどうか。 

・ 避難所に、共有備品として「ОＴОＮ ＧＬＡＳＳ」（音声読み上げ機能付き眼

鏡）を備えてはどうか。 

・ 「避難所で」（Ｐ．３ 下段）に「感染症に配慮が必要な方は相談しましょう」を

追記してはどうか。 

・ ［事前の対策］（Ｐ．８ 上段）について、「連絡会」は分かりづらいので、「信頼

できる機関」に書き換えてはどうか。（→ 当事者や作成に関わった委員の意見を

確認する。） 

・ Ｐ．１５ ［避難するときに持っていくもの］の中に「いつも飲んでいる薬を一

週間分・・・」があり、［普段から気をつけておくこと］の中にも「一週間分の薬と

説明書を・・・」があり、内容が重複しているので、［普段から気をつけておくこと］

に統一したほうがよいのでは。（→ ［避難する時に持っていくもの］の文中、「常

に持っておきましょう。」を「持っていきましょう。」に、また「一緒に持っておき

ましょう。」を「一緒に持っていきましょう。」に修正する。） 

・ Ｐ．２３の次に「５０音指文字表」を載せるのはどうか。（→ パンフレットに掲

載するよりも、各避難所に設置したほうが有効。設置が可能か確認する。） 

・ 災害時に役立つ簡単な手話イラストも載せたほうがよい。（→ 同上。） 

資料３ 


